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公
民
舘
活
動
の
一
環
と
し
て
　
　
一籍餃班剛れは賜齢ぼ『量

ハが倍辞
（者一ハ株動鷲

村
県
民
税
の
所
得
申
告
は

三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
に

一軒中『『一̈̈
中〕̈一　△ロィ申一̈］呻一法ヵ、ぉし、〔麻̈

こ
と
し
か
ら
地
方
税
法
が
改
正
一　
　
　
に
よ
り
、
生
活
扶
助
を

に
な
り
、
所
得
税
の
確
定
申
告

一　
　
　
受
け
て
い
る
者

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
一　
　
　
上
）
又
は
寡
婦
で
所
得

一

一　
口
、
児
童
の
母
親
が
昼
間
は

坐乗
　
　
一　　独猟資『常
の仕事をす

つ
め
の
色
、

つ
め
の
よ
う
　
り
ま
せ
ん
が
、
体
の
調
子

す
で
体
の
調
子
が
わ
か
り
ま
　
が
悪
い
と
き
は
、
ふ
だ
ん

す
。
ま
ず
健
康
な

つ
め
は
ピ
　
あ

つ
た
も

の
が
見
え
な
く

ン
ク
色
で
す
。
自

つ
ば
い
の
　
な

つ
た
り
少
な
く
な

つ
た

は
貧
血
を
お
こ
し
や
す
く
、
　

り
し
ま
す
。

つ
め
の
表
面

の
こ
ま
か
い

タ
テ
じ
ま
は

・

老
化
現
象
の

一
つ
で
年
令
に

よ
つ
て
ふ
え
ま
す
。
ま
た
、

つ
め
の
つ
け
根
に
見
え
る
自

い
半
月
型
の
も
の
が
多

い
少

い
は
あ
ま
り
健
康
に
関
係
あ

ア
も
け

つ
こ

う
で
す
が
、

こ
れ
は
生
き
も
の
を

エ
ナ

メ
ル
で
い
じ
め
る
わ
け
で

寝
る
前
に
か
な
ら
ず
お
と
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官優
と良
し警
て察

署
長
‐

か

第20号

青
少
年
を
水
難
、
交
通
事
故
や
非
行
か
ら
守
る
な
ど
、
犯
罪
の
な
い
明
か
る
い
村
づ

く
り
に
努
力
し
た
脇
元
警
察
官
駐
在
所
の
石
岡
三
郎
巡
査
は
、
優
良
警
察
官
と
し
て
去

る

一
月
二
十
四
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
番
組

「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
で
県
内
に
紹
介
さ
れ

ど
金
木
警
察
署
長

ら
も
表
彰
を
受
け

鵬 暦 守 甲 罐 鍔
NHKス タジオで対談する石岡巡査 (向 つて右端)

ら
も
表
彰

一
日
か
ら
、
は
じ
め
ら
れ
る
こ

△
社
員
増
強
の
目
標
１
社
員
一　
　
し
）

ど
に
な
り
ま
し
た
の
で

「
毎
戸
一は
赤
十
字
社

の
基
盤
を
な
す
も
一　
△
他
町
村

―
二
千
円

ゴ一嶽肛囃頓珈ユ一職知昭離
一わ藤陽わ
つ“ｒｈと一け輔お一一　
△融舜出＝は

しヽ酒錮盪鶴対

¨̈̈‐‐まて員ま̈一一一員ぅ目．̈一一̈̈̈
一̈̈̈
¨̈̈一一一　一̈『̈̈責にな‐ま〓̈一一［［

」
協
力
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
一人
正
社
員
」
を
目
標
と
し
て
お
一　
　
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
一り
ま
す
。

運
動
は
、
す
べ
て
の
人

々
か
ら
一加
入
困
難
な
世
帯
に
対
し
て
賛

　

　

区
が
指
名
し
た
者
）

の
指

る
た
め
に

イ
、
自
己
中
心
に
な
ら
な
い

口
、
若
い
人
と
の
重
荷
に
な

ら
な
い
こ
と

ハ
、
健
康
保
持
に
努
力
す
る

二
、
聞
か
れ
も
し
な
い
昔
話

を
し
な
い

ホ
、
身
だ
し
な
み
を
よ
く
す

る
へ
、
孫
を
イ
ジ
リ
も

の
に
し

な
い
こ
と

卜
、
若
い
人
の
言
行
に
勝
手

な
批
判
を
し
な
い
こ
と

チ
、
子
供
が
成
入
し
た
ら
早

く
独
立
さ
せ
る

り
、
老
人
に
ふ
さ
わ
し
い
仕

事
で
役
に
立

つ

ヌ
、
家
に
閉
じ
こ
も
ら
な

い

△
血
圧
異
常
に
対
す
る
生
活

指
導
…
高
血
圧
、
低
血
圧
…

①
血
圧
に
つ
い
て
の
誤
解
を

先
ず
解

こ
う

②
頭
痛
、
肩
こ
り
、
耳
鳴
り

め
ま
い
は
高
血
だ
け
の
も

の
か

イ
、
頭
痛
…
い
ろ
い
ろ
な
原

因
で
起
る
も
の

口
、
肩
こ
り
…
こ
つ
た
所
だ

け
を
も
ん
で
も
な
お
ら
な

い
ハ
、
耳
鳴
り
…
厄
介
な
症
状

だ
が
、
止
め
る
薬
は
な
い

二
、
め
ま
い
…

高
令
者

の
め

ま
い
は
危
険

な
症
状

０
安
定
し
た
精

神
衛
生
が
最

も
大
切

イ
、
奥
さ
ん
の
精
神
衛
生
を

よ
く
す
る
こ
と

口
、
夫
を
ほ
め
な
さ
い
。

④
よ
く
眠
る
こ
と
も
重
要
な

対
策

イ
、
風
呂
の
効
用
、
寝
酒
の

利
用

口
、
枕

の
使
い
方
、
寝
巻
は

で
き
る
だ
げ
取
換
え
る
。

か
け
ふ
と
ん
は
重
す
ぎ
な

い
よ
う
に

ハ
、
美
人
を
抱
く
よ
リ
シ
ビ

ン
を
抱
け

⑤
日
常
生
活
の
注
意

便
所
で
卒
中
が
多
い
わ
け

入
浴
の
注
意
。
年
寄
り
の
冷

水
と
は
冬
に
手
袋
と

マ
ス
ク

を
使
う
よ
う

太
り
す
ぎ
は
よ
く
な
い
。

一
キ

ロ
太
る
と
血
管
は
三
キ

ロ
の
び
る
。
米
の
食
べ
す
ぎ

は
よ
く
な

い
。

一
日

一
万
歩

あ
る
き
な
さ
い
。

⑥
血
圧
を
下
げ
る
食
餌
療
法

は
食
塩
制
限
だ
け

イ
、
冬
は
夏
よ
り
も
塩
分

の

制
限
は
必
要
で
あ
る

口
、
煮
魚
よ
り
も
焼
魚

ハ
、
油
で
い
た
め
た
料
理

二
、
酢
の
活
用
は
中
国
料
理

の
知
恵

Ｏ
低
血
圧
症
は
病
気
で
は
な

い
、
病
気
と
健
康
の
中
間

イ
、　
一
見
わ
が
ま
ま
な
、
ぜ

い
た
く
な
体
質
で
、
根
治

す
る
こ
と
は
困
難
な
厄
な

体
質
で
あ
る

口
、
生
命
に
危
険
は
な
い
が

自
覚
症
状
が
多
い

3月 1日 へ3月 31日

¨

戸
籍
の
窓

口
　
¨

（
二
月
届
け
出
分
）

松
田
　
美
春

（
十
三
）
利

一

山
本
利
治

（
十
三
）
喜
八
郎

工
藤
　
真
人

（
相
内
）
　

勲

佐

々
木
好
子

（
相
内
）
博
好

俵
谷
　
瑞
穂

（脇
元
）
光
春

葛
西
陸
奥
男

　

（脇
　
一π
）

広
部
　
治
子

　

（
京
　
都
）

藤
本
　
辰
夫

　

（
木
　
じ

加
納
あ
や
子

　

（十
　
一一じ

藤
田
　
幸
信

　

（
黒
　
石
）

吉
田
ち
よ
せ
　

（
相
　
内
）

佐
坂

　

稔

　

（
栗
　
沢
）

川
上
喜
美
江

　

（磯
　
松
）

靱

魏

本
荘
義
見

（十
三
）

木
村

ヒ
サ

（
十
三
）

三
月
と
い
う
月
は
行
事
が
多

い
上
に
、
官
庁
、
学
校
な
ど
で

は
年
度
の
し
め
く
く
り
の
月
で

す
し
、　
一
般
の
会
社
で
も
決
算

を
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
な
に

か
と
多
忙
な
月
で
す
。

と
く
に
、
受
験
、
進
学
、
卒

業
．
就
職
な
ど
、
こ
ど
も
さ
ん

の
お
ら
れ
る
ご
家
庭
で
は
、　
一

段
と
気
ぜ
わ
し
い
も

の
で
す
。

八
日
は
国
際
婦
人
デ
ー
で
す

が
、
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事

が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
で
し
よ

う
。
十
八
日
は
彼
岸
の
入
り

二
十

一
日
が

「
春
分
の
日
」

で
彼
岸
の
中
日
。

二
十
四
日
の
彼
岸
あ
け
と
、

こ
の
こ
ろ
を
境
に
し
て
天
地
は

陽
春
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

竹
の
芽
も
あ
か
ね

さ
し
た
る
彼
岸
か
な

龍
之
介

二
十
二
日
は
ま
た
、
Ｎ
Ｅ
Ｋ

放
送
記
念
日
、

二
十
五
日
は
″
電
波
の
日
″

と
続
き
ま
す
。

二
十
六
日
は
″
復
活
祭

″
キ

リ
ス
ト
散
徒
に
と

つ
て
は
′
祝

日
中
の
祝
日
と
な
り
ま
す
。

◇
編
集
あ
と
が
き
◇

成 重 青 山
田 松 山 内

れ
秀 定 い久
子 弘 子夫

翁翁 零箱

こ巴 80

白
百
合
荘
で
四
十
二
年
度
前

期
の
技
能
習
得
生
を
募
集
中

生
業

（自
営
）
ま
た
は
就
職

内
職
を
必
要
と
す
る
母
ま
た

は
子
女
③
習
得
に
熱
意
の
あ

る
者
で
、
所
定

の
期
間
中
団

体
生
活
に
耐
え
る
意
志
の
強

固
な
母
ま
た
は
子
女
。

△
費
用
…
技
能
習
得
者
は

一
切

無
料
、
通
動
を
原
則
と
す
る

県
内
遠
隔
地
の
習
得
者
の
た

め
に
期
間
中
臨
時
宿
泊
を
認

め
る
。

こ
の
場
合
の
宿
泊
費

は
無
料
と
す
る
。
た
だ
し
、

主
食
、
副
食
費
は
宿
泊
者
の

負
担
。

△
児
童
の
保
青
…
習
得
期
間
中

は
ぃ
習
得
者
の
未
就
学
児
童

の
保
育
を
無
償
で
あ

つ
か
う

△
習
得
申
込
手
続
…
二
月
二
十

日
ま
で
に
役
場
ま
た
は
出
張

所

へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

青
森
県
立
母
子
福
祉

セ
ン
タ

ー
、
自
百
合
荘
で
は
昭
和
四
十

二
年
度
前
期
技
能
習
得
生
を
次

の
要
領
に
よ
り
募
集
し
て
い
ま

す
。

△
目
的
…
母
子
家
族
の
生
活
全

般
に
わ
た
る
相
談
お
よ
び
、

指
導
に
当
る
と
も
に
技
能
習

得
を
授
け
、
生
業
、
就
職
、

ま
た
は
内
職
指
導
に
つ
と
め

経
済
的
自
立
の
助
成
と
生
活

意
欲
の
助
長
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
つ
ま
す
。

ぬ
゛
待
科
目
…
吉
井
式
和
裁
早

縫
技
能
．
編
物
、
手
芸
技
能

文
化
式
洋
裁
技
能
、
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
、
そ
の
他

（
伊
藤

式
綿
入
技
能
お
よ
び
必
要
に

応
じ
特
殊
技
能
）

△
実
施
期
日
…
昭
和
四
十
二
年

四
月
十
五
日
か
ら
昭
和
四
十

二
年
九
月
二
十
五
日
ま
で

△
場
所

・
青
森
市
石
江
、
青
森

県
立
母
子
福
祉

セ
ン
タ
ー
白

百
合
荘

△
中
し
込
み
資
格
…
①
県
内
に

居
住
す
る
母
子
家
族
の
母
ま

た
は
子
女
０
技
能
習
得
後
は
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